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平成26年12月期 第２四半期決算の前年同期実績からの差異のお知らせ 

 

 

平成26年12月期決算（平成26年１月１日～平成26年６月30日）の前年同期実績との差異に関しま

して、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 26 年 12 月期第２四半期決算（連結）と前年同期実績（連結）との差異 

       （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

今回発表業績（A） 

（平成 26 年 12 月期第２四半期） 
94,333 53,772 52,794 32,092 27.93 円 

前年同期実績（B） 

（平成 25 年 12 月期第２四半期） 
74,621 45,154 45,313 28,179 24.48 円 

増減額（A）－（B） 19,711 8,617 7,481 3,913 3.45 円 

増減率（％） 26.4% 19.1% 16.5% 13.9% 14.1% 

※当社は平成26年１月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、上記の１株当たり四半期純利益を算定して

おります。 

 

２．差異が生じた理由 

 当社グループを取り巻く事業環境は、国内市場におけるスマートフォンの普及が一段と進む中、

スマートフォンゲーム市場の拡大が国内だけではなく、海外でも広がっております。中でも、中

国市場の成長が著しく、スマートフォンゲーム市場は世界規模で拡大を続けております。  

 このような事業環境の中、当社グループは「新規価値の創造」と「既存価値の最大化」を経営

方針とし、PC オンラインゲームの企画・開発・配信で培ったノウハウを発揮することで、家庭

用ゲーム機、携帯型ゲーム機、スマートフォン等、様々な端末に向け新しいゲームタイトルの創

出及び既存ゲームの価値向上に努めてまいりました。  

 この結果、当第２四半期においては、売上高、営業利益、経常利益及び四半期純利益において、

前年同期に比べ差異が発生する見通しであります。 

 売上高は、主にスマートフォン向けゲームが好調に推移を続けたことにより、前年同期と比べ

大幅に増加する見通しであります。 

 営業利益、経常利益及び四半期純利益は、上記売上高の増加を受け、前年同期と比べ大幅に増

加する見通しであります。 

 



 
３．補足情報 

当社が事業を展開するゲーム業界は、事業環境の変化が大きく、業績変動が激しいものではあ

りますが、直近の単月売上高見込値を下記のとおり開示させていただきます。 

なお、連結の単月売上高は集計中のため単体のみ発表させて頂きます。 

 

  ７月度月次単体売上高見込値 ： 14,500 百万円（前年同月対比 7.4％増） 

    

７月度の概況は、６月 30 日より Android 端末向けにサービスを開始しているスマートフォン

向けの新作タイトル「ピコットキングダム」が、７月 10 日より iOS 端末向けにもサービスを開

始いたしました。 

また、「パズル＆ドラゴンズ」もさらに成長を続けており、国内では７月８日に 2,900 万ダウ

ンロードを突破いたしました。さらに、７月 29 日より「パズル＆ドラゴンズ」へ新たに追加し

たパズルアクションゲーム「パズドラＷ」により、更なるユーザー層の拡大を図ってまいります。 

 

  ※上記数値は見込値であり、監査法人の監査を受けておりませんので修正する可能性があります。  

  ※将来数値はさまざまな不確定要素が内在しており、上記の業績が継続することを保証するものでは

ありません。 

 

以 上 


